目的
[Bandwidth]ページでは、ネットワークマネージャが入力レート制限と出力シェーピングレートを定義できます。これらの値は、システムが送受信できるトラフィックの量を決定します。入力レート制限は、入力インターフェイスから受信できる1秒あたりのビット数です。この制限を超える超過帯域幅は廃棄されます。入力トラフィックは、ネットワークの外部から発信され、ネットワークに流れるトラフィックです。出力トラフィックは、ネットワーク内部から発信され、ネットワークから流出するネットワークトラフィックです。
この記事では、Sx500シリーズスタッカブルスイッチのインターフェイスごとに帯域幅の制限を設定する方法について説明します。
該当するデバイス
・ Sx500シリーズスタッカブルスイッチ
[Software Version]
・ v1.2.7.76
インターフェイスの帯域幅設定
ステップ1:Web構成ユーティリティにログインし、[Quality of Service] > [General] > [Bandwidth]を選択します。[帯域幅]ページが開きます。

ステップ2:[Filter]フィールドの[Interface Type]ドロップダウンリストからインターフェイスタイプを選択し、[Go]をクリックします。

ステップ3:目的のインターフェイスの横にあるオプションボタンをクリックし、[Edit]をクリックします。「編集」(Edit)ウィンドウが開きます

ステップ4:(オプション)[Unit/Slot and Port]または[LAG]のいずれかのオプションボタンをクリックし、ドロップダウンリストからインターフェイスを選択します。

ステップ5:(オプション)入力制限を有効にするには、[Ingress Rate Limit]チェックボックスをオンにします。これは、特定のポートの入力(着信)トラフィックを制限するためのものです。
注:入力レート制限を設定しない場合は、ステップ7に進みます。

ステップ6:[Ingress Rate Limit]フィールドに、インターフェイスで許可される最大帯域幅を入力します。これは、特定のポートの入力トラフィックの最大帯域幅です。
注:インターフェイスタイプがLAGの場合、[Ingress Rate Limit]フィールドは表示されません。

ステップ7:(オプション)インターフェイスで出力シェーピングを有効にするには、「出力シェーピングレート」チェックボックスをオンにします。出力シェーピングは、データの不規則なバーストとは対照的に、宛先がデータのスムーズな流れを期待する場合に便利です。
注:出力レート制限を設定しない場合は、ステップ10に進みます。

ステップ8:[Committed Information Rate (CIR)]フィールドに、出力インターフェイスに許可される最大帯域幅を入力します。これは、インターネットサービスプロバイダー(ISP)が提供する許容帯域幅です。

ステップ9:出力インターフェイスで許可されるデータの最大バーストサイズ(バイト単位)を[Committed Burst Size]フィールドに入力します。
注:この量は、帯域幅が許容限度を超えた場合でも送信できます。これは、CIRを超える可能性がある許容レートです。

ステップ10:[Apply]をクリックします。帯域幅設定が適用されます。


ステップ11:(オプション)目的のインターフェイス/ポートの横にあるオプションボタンをクリックし、[Copy Settings]をクリックします。[Copy Settings]ウィンドウが表示されます。

ステップ12:(オプション)指定されたフィールドに、設定のコピー先のインターフェイスを入力します。

ステップ13:[Apply]をクリックして、設定を適用します。
